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（開場 午後12時30分）

釧路市観光国際交流センター
1階 大ホール 釧路市幸町３番３号

入 場 無 料

お問い合わせ
釧路市都市整備部 都心部まちづくり推進室  0154-65-7612

釧路商工会議所  0154-41-4141
〈主催〉釧路市　〈共催〉釧路商工会議所

〈後援〉北海道新聞社釧路支社・釧路新聞社

釧 路 駅 周 辺 を 含 む 都 心 部 の
まちづくりを考えよ う

-次世代に継承する都心部の再生に向けて-

RINK 釧路
リ ン ク

Re:Innovation to Next generation , central Kushiro

～次世代に向けた釧路都心部のRe・Innovation～

宮田 昌利 氏 佐藤 公一郎 氏 原田 香苗 氏湯城 誠 氏 蝦名 大也 氏

講師：高野 伸栄 氏｜北海道大学教授

基調講演（午後1時10分～）
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高野 伸栄 氏 ｜北海道大学教授

コーディネーター

宮田 昌利 氏 ｜釧路根室圏まちとくらしネットワークフォーラム 座長

湯城 　誠 氏 ｜釧路不動産鑑定コンサルティング CEO

佐藤 公一郎 氏 ｜くしろ北大通商店街振興組合 理事長

原田 香苗 氏 ｜観光クリエイター

蝦名 大也 氏 ｜釧路市長

パネリスト P a n e l i s t

C o o r d i n a t o r

パネルディスカッション（午後1時50分～）

都心部の再生
～次世代に継承する、人が集う交流とにぎわいの拠点づくり

テーマ

02

人口減少下においても持続する
　　　　　　　コンパクトなまちづくりの推進

～鉄道高架を基本とした釧路都心部まちづくり計画
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●
釧路市観光

国際交流センター

LIVE

https：//www.youtube.com/
channel/UCqux4cizQT592MiWqp1m3kQ

当日の同時刻に、フォーラムの
模様をYouTubeで
ライブ配信します（無料）

ご参加方法（事前の申し込みが必要です）

あて先　ekiforum@city.kushiro.lg.jp

令和3年12月10日金までに、メールにて、お名前、ご住所、電話番号を
記入の上、申し込みください。（新型コロナ対策のため）



釧
路
市
は
、

ひ
が
し
北
海
道
の
中
核
都
市

と
し
て
圏
域
人
口
30
万
人
を

支
え
る
行
政
、教
育
、文
化
、

情
報
、交
通
な
ど
の
高
次
都

市
機
能
が
集
積
し
て
い
ま
す
。

特
に
都
心
部
は
、高
度
経
済

成
長
期
に
か
け
て
、釧
路
駅

を
核
に
人
口
増
加
や
自
動

車
社
会
の
到
来
に
対
応
し
た

社
会
基
盤
整
備
が
進
み
、多

く
の
人
が
往
来
す
る
ひ
が
し

北
海
道
の
拠
点
と
し
て
栄
え

て
き
ま
し
た
。

し
か
し
な
が
ら
、人
口
減
少・

超
高
齢
化
社
会
の
到
来
、都

市
の
郊
外
化
な
ど
様
々
な
要

因
に
よ
り
、都
心
部
に
か
つ
て

の
人
の
往
来
が
な
く
な
っ
て
い

ま
す
。ま
た
、約
50
年
前
に
整

備
し
た
交
通
イ
ン
フ
ラ
の
老

朽
化
や
防
災・減
災
への
対
応

な
ど
、先
送
り
で
き
な
い
課
題

が
表
面
化
し
て
い
ま
す
。

市
で
は
都
心
部
を
、こ
れ
ら

の
課
題
や
新
し
い
時
代
に
対

応
し
た
、人
が
集
う
交
流
と

に
ぎ
わ
い
の
拠
点
、多
様
な

ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
対
応
し

た
豊
か
な
暮
ら
し
の
拠
点
と

し
て
再
生
し
、次
世
代
に
継

承
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
い

ま
す
。

本
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
、次
世
代
に

継
承
す
る
都
心
部
の
あ
り
方

な
ど
に
つ
い
て
、講
師・パ
ネ
リ

ス
ト
並
び
に
市
民
の
皆
さ
ん

と
共
に
考
え
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
開
催
い
た
し
ま
す
。

P r o f i l e

学習院大学経済学部経営学科卒業後、東京でベンチャー企業設立。帰釧後、㈱サンエス・マネジメント・システムスを設立、代表
取締役としてIT関連事業を展開。2000年サンエス電気通信㈱代表取締役に就任後、様々な事業を展開し、㈱シーエーブイなど
グループ６社の代表に就任し現在に至る。最近では環境ビジネスやフードビジネスも展開するなど、多種多様な団体を横断的
につなぎながら、地域に新しいコミュニティ形成、ニュービジネス創出に向け幅広く活動している。

パネリスト 釧路根室圏まちとくらしネットワークフォーラム 座長 サンエス電気通信㈱代表取締役
宮田 昌利 氏

法政大学社会学部卒業後、ニュージーランドへ留学。帰国後は、東京のITベンチャー企業などへ入社し営業職として勤務した後、
帰釧。2005年実家が営む㈱山一佐藤紙店に入社、2013年代表取締役社長に就任し現在に至る。自社では「超独創的新型文
具店」となることを掲げ、釧路の文化・芸術を支え発信する拠点となることを目指している。また、くしろ北大通商店街振興組合の
理事長として、都心部の活性化に向けた幅広い活動を行っている。

パネリスト くしろ北大通商店街振興組合 理事長 株式会社山一佐藤紙店 代表取締役社長
佐藤 公一郎 氏

12：30 開場
13：00 開会 ｜ 釧路市長　蝦名 大也
13：10 基調講演 ｜ 人口減少下においても持続するコンパクトなまちづくりの推進

～ 鉄道高架を基本とした釧路都心部まちづくり計画
 講師：北海道大学教授   高野 伸栄 氏
13：50 パネルディスカッション
  テーマ  都心部の再生 ～次世代に継承する、人が集う交流とにぎわいの拠点づくり 

15：30 閉会

P r o g r a m

Re:Innovation to

Next generation,central

Kushiro

（一財）日本不動産研究所にて全国の大企業及び公的不動産のコンサルティングに長年に亘り従事。札幌JRタワー、渋谷ヒカリ
エ、新宿駅バスタ、汐留・品川地区の開発など大型案件を多数手がける。国の各種有識者会議の委員を歴任。財務省職員向け
国有財産研修講師、再開発コーディネーター養成講座講師ほか。都市と生物多様性シンポジウム等パネラー多数。2015年再
開発コーディネーター功労賞。2017年釧路へUターン。出版（共著）、不動産マネジメント入門（東洋経済）など。

パネリスト 釧路不動産鑑定コンサルティングCEO 不動産鑑定士
湯城 誠 氏

1960年小樽市生まれ。1983年北大工学部卒業後、建設省入省、東北地方建設局勤務。1989年北大工学部土木工学科助
手、1999年同助教授、同大学院公共政策学連携研究部教授を経て、2017年から北大公共政策大学院長。2021年4月か
ら現職。北海道総合都市交通体系調査協議会座長や北海道地方交通審議会会長などを歴任。釧路市のまちづくりにも深く
関わり、現在は、第2次釧路市都市計画マスタープラン策定委員会委員、釧路都心部まちづくり推進協議会（準備会）の座長
などを務める。

講師 コーディネーター 北海道大学大学院  工学研究院土木工学部門教授
高野 伸栄 氏

釧路市生まれ、在住。バスガイド、釧路駅観光案内所、ＪＲ観光列車ガイドなどを経て２０１９年起業。観光クリエイターを名
乗り、観光現場からツアー企画造成、異業種・広域連携、コンテンツ開発アドバイスを仕事に。「旅先から伝えたいもの」をテー
マに、地域名物を描き広げる〝バスガイドもできるボールペン画家〟原田カーナとしても活動中。

パネリスト 観光クリエイター ボールペン画家
原田 香苗 氏

1993年釧路市議会議員（2期）、1999年北海道議会議員（3期）を経て2008年釧路市長に初当選、4期目を迎え現在に至る。

釧路市長
蝦名 大也 氏

パネリスト


